
１５日を「老人の人」

と定めています。

　一方「敬老の日」

　先月の１６日は「敬老の は国民の祝日に関す

日」でした。 る法律で、「多年に

　厚生労働省の発表では今年 わたり社会につくし

(今年度中)百歳を迎えられる てきた老人を敬愛し

方々は全国で47,888人おら 長寿を祝う」日として昭和４１年に制定され、平成１５年

れるそうです。(9/1現在) に移動祝日として９月の第３月曜日になりました。

　昭和３８年(１９６３年)に 　と、いうことで早いとこ６５歳になって皆さんから敬愛

百歳以上の高齢者に初めて されたいと個人的には常々思っています。(おばら)

贈呈して以来、毎年老人の日の記念行事として百歳を迎える高齢

者に内閣総理大臣からお祝い状と記念品を贈呈されています。

　これは、百歳を迎える高齢者の長寿を祝い、多年にわたり社会

の発展に寄与してきたことに感謝するとともに、広く国民が高齢 　先月当法人の運営する遠軽町丸瀬布ヒルトップハイツ

者福祉についての関心と理解を深めることを目的としています。 居宅介護支援事業所並びに丸瀬布デイサービスセン

　その対象となる高齢者は、 ターそれぞれにご寄付を賜りましたのでたのでご紹介いた

今年度中に百歳に到達し、又 しますとともに心からお礼申しあげます。

は到達する見込みの方で「老 　ありがとうございました。

人の日」にご存命の方です。

　百歳以上の高齢者の人数は 　　遠軽町豊里

老人福祉法が制定された昭和 　　　佐藤千沙子　様

３８年には全国で１５３人で

したが今年(令和６年９月１日現在)は95,119人だそうです。

(以上、厚労省HPより抜粋)) 　先月は「敬老の日」

　養護老人ホーム緑の園では山村英子様が、特別養護老人ホーム の記念行事といたしま

丸瀬布ヒルトップハイツでは桑折テル子様が今年度百歳になられ して、ヒルトップハイ

ますので百歳高齢者表彰を受けられました。 ツでは１１日、グリー

※文中の「老人の日」は老人福祉法(昭和３８年制定)により「国 ンプラザでは１８日に

民の間に広く老人の福祉についての関心と理解を深めるとともに それぞれの施設で１時

老人に対し自らの生活の向上に努める意欲を促す」ため、９月 間程度でしたが敬老の
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先月の出来事を紹介いたします。

「敬老の日」おめでとう

ございます。

心温まるご寄付ありがとう

ございます。

９月12日 百歳高齢者表彰を受ける山村永子さん



お祝いとレクリエーションで楽しみました。 　今ではできないこと

　デイサービスでは１６日から２１日にかけてコスモスを観賞し が多くなっていて残念

てまいりました。 ですが当時はとても楽

　今年のコスモスもいつもの年と同じようにきれいな花を咲かせ しかったです。

ていて、参加した方々は口々に「きれいだぁ」と感想を漏らして 　これはダメだったな

おりました。 企画では「パチンコに

　また、緑の園ではお楽しみ会を２５日に開催いたしました。 行こう」がありました。

　お楽しみ会では丸瀬布の前川さんにお越しいただき手品をご披 　何のことはない、パチンコ屋さんに行ってパチンコをし

露いただきました。 てきましょうというものでしたが、パチンコ屋さんにもお

　時間にして１時間弱でしたがとても盛り上がり楽しい時間をす 願いをして準備万端さあ行こうとなったら参加者は２人だ

ごすことができました。(手品おもしろかったです) け、さらには「パチンコって思ったよりつまんないね」と

　最後になりますが、先月の２７日(金)に法人の各施設合同の職 ダメ出しまでされちゃいました。

員研修を実施いたしました。 　なので、この企画はそのあと二度と復活することはあり

　今回の研修は「高齢者の口腔 ませんでした。(これは私の特養時代の暗い過去…。)

衛生管理」についてを演題に札 　また、７日(月)には遠軽町民生委員児童員協議会　遠軽

幌の松田整形外科記念病院　歯 支部　高齢者生活部会の方々が来園され施設を紹介する予

科口腔外科　医長　秋月一城先 定となっています。１８日にはグリーンプラザ/緑の園に

生、歯科衛生士　吉田直子　様 幼年消防クラブの園児さんの慰問があります。

にお越しいただきお年寄りの口腔 　緑の園では１６日(水)午後から衣料販売、そして日程は

衛生についての注意点であったり普段から思っている疑問点につ まだ未定ではありますが、木暮商店様にご協力をいただき

いてわかりやすく丁寧にご教示いただきました。 施設内での販売会を実施する予定としております。

　これからの口腔衛生の方法についてとても参考になる研修とな 　それでは、おなじみ

りました。 の会議ネタを一つ。

　秋月先生と吉田様には遠く丸瀬布までお越しいただき誠にあり 　私達にはそれぞれに

がとうございました。 大切な人がいます。

　とても勉強になりました。 　その大切な人を思い

やることこそ人権の尊

重の礎であり、何より

　今月はヒルトップハイツ、デイサービスセンターそしてグリー グリーンプラザ/緑の園の介護理念「笑顔のために気持ち

ンプラザ、緑の園それぞれの施設で「紅葉狩り」に行く予定とな を一つに」を目標としたサービスを提供することがみんな

っております。(デイサービスは白滝方面だそうです) にとっての幸せで、私たちの介護業務の成果となります。

　私は以前デイサービスに勤務していた時、「今日は天気 　言葉遣いを例にとって考えてみると、利用者Aさんへの

がいいので東藻琴のチーズ工場へ行ってきましょう…。」って行 私達の言葉がけは「笑顔を生み出す」ものになっているの

ったらおやすみだったり、「今日は暑いので小清水原生花園に行 かどうかを常に心掛けなければなりません。

って涼んできましょう…。」って行ったけど小清水だって暑くて 　Aさんがグリーンプラザ/緑の園で幸せに生活していく

涼むというほどでもなかったり、計画性に乏しかった行事も結構 うえでその言葉遣いや言い方は本当に必要なものであるの

ありましたがお年寄り目線では かどうか。

あまり思いつかないようなこと 　私たちも含めて人間って接し方によって信頼される度合

をやってたので、「いろんなと いが随分と違ってきます。

連れてってくれて楽しい」なん 　言葉そのものが凶器となってしまうことにもなるので十

ていわれたら「次はどこへ行こ 分気をつけなければなりませんよね。と、いったことをお

うか」と考えちゃってました。 話ししました。でわ、今月もどうぞよろしくです。おばら

今月もどうぞよろしくお願いいたします。


